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日本一暮らしやすい都市へニュース

▲東区役所では開所と同時に多くの区民が訪れ、それぞれの窓口で事務手続きを行った

「
政
令
指
定
都
市
・
熊
本
」

「
政
令
指
定
都
市
・
熊
本
」誕
生
誕
生

同
日
、
市
民
会
館
崇
城
大
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
た
記
念
式
典
で
幸
山
政
史
市
長

は
、「
自
然
に
恵
ま
れ
た
住
環
境
を
生
か

し
、
日
本
一
暮
ら
し
や
す
い
政
令
市
を

目
指
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
九
州
の
拠
点

都
市
と
し
て
さ
ら
な
る
飛
躍
を
誓
っ
た
。

政
令
市
移
行
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
中

央
、
東
、
西
、
南
、
北
の
５
つ
の
区
役

所
で
は
、
２
日
か
ら
業
務
を
開
始
。
県

か
ら
国
道
、
県
道
の
維
持
管
理
や
都
市

計
画
決
定
、
小
中
学
校
教
職
員
の
任
免

な
ど
、多
く
の
事
務
権
限
が
移
譲
さ
れ
、

財
政
面
で
も
石
油
ガ
ス
譲
与
税
、
軽
油

引
取
税
交
付
金
、
宝
く
じ
発
行
収
益
金

な
ど
中
核
市
に
な
い
新
た
な
財
源
が
加

わ
る
。

同
市
東
区
東
本
町
に
新
築
さ
れ
た
東

区
役
所
で
は
、
開
所
と
同
時
に
多
く
の

区
民
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
で
事

務
手
続
き
を
行
っ
た
。
ま
た
、
区
役
所

を
拠
点
に
公
共
交
通
空
白
地
域
を
埋
め

る
バ
ス
と
し
て
、
６
路
線
９
系
統
を
整

備
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ゆ
う
ゆ

う
バ
ス
」
の
運
行
も
始
ま
っ
た
。

熊
本
市
の
人
口
は
73
万
６
６
２
５
人

（
３
月
１
日
現
在
）。
国
が
合
併
特
例
法

下
で
政
令
市
の
人
口
要
件
を
70
万
人
程

度
に
緩
和
し
て
以
降
７
市
目
の
移
行

で
、
国
の
緩
和
措
置
に
基
づ
く
政
令
市

と
し
て
は
同
市
が
最
後
に
な
る
。

熊
本
市
は
、
人
気
漫
画
「
ケ
ロ
ロ
軍

曹
」
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
約
60
体
を
散
り

ば
め
た
〝
ケ
ロ
ロ
電
車
〞
を
走
ら
せ
て

い
る
。
幅
広
い
年
齢
層
に
人
気
が
あ
る

ケ
ロ
ロ
軍
曹
で
政
令
市
に
移
行
し
た
熊

本
市
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
図
る
の
が
狙

い
。
運
行
は
来
年
３
月
31
日
ま
で
。

「
ケ
ロ
ロ
軍
曹
」
は
漫
画
が
連
載
さ

れ
ア
ニ
メ
や
映
画
に
も
な
っ
た
人
気
作

品
。
作
者
の
吉
崎
観
音
さ
ん
は
小
中
学

校
時
代
を
熊
本
市
で
過
ご
し
た
と
い

う
、
ゆ
か
り
の
あ
る
漫
画
家
で
、
作
品

▲東本町の税務大学校熊本研修所東隣に新築された東
区役所

▲６路線９系統を整備したコミュニティバス「ゆうゆ
うバス」

▲熊本市の政令指定都市移行記念式典で式辞を述べる幸山政史市長（４月１日、市民会館崇城大ホール）

▲記念式典を盛り上げた熊本市立必由館高校和太鼓部の演奏

▲幸山政史熊本市長(右)から
城主証を受け取るケロロ軍曹

TOPICS

▲通町筋を走るケロロ軍曹のラッピング電車。来年3月までの期間限定で運行する

の
中
で
は

熊
本
弁
や

い
き
な
り

団
子
、
デ

コ
ポ
ン
な

ど
が
で
て

く
る
。

〝
ケ
ロ
ロ
電
車
〞
で
熊
本
を
Ｐ
Ｒ

熊
本
市
は
４
月
１
日
、
全
国
20
番
目
の
政
令
指
定
都
市
に
移
行

し
た
。
九
州
で
は
北
九
州
、
福
岡
両
市
に
次
い
で
３
都
市
目
。
日

本
一
暮
ら
し
や
す
い
都
市
を
目
指
す
と
共
に
、
県
政
浮
揚
の
け
ん

引
役
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。


